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全国港湾書記局 

 

 

２０２４年 能登半島地震速報(１) 

 

新年早々、地震が起き大変な目にあわれている組合員とそのご家族の方々にお見舞い申

し上げます。その方々の状況と全国港湾の取り組み状況を知らせするために、速報を順次

発出していきますので、情報提供として活用ください。 

 

１．2024年 1月 1 日に起きた能登半島地震について、1月 5 日（金）10時 30分から四

役会議を開催し、対応を協議した。確認した内容は以下の通り。 

 (１) 1月 9日（火）に義援金として、「災害対策基金」より 200万円を日本海地区港湾

に送金する。 

 (２) 日本港運協会、国土交通省と厚生労働省に同じく 1月 9 日（火）、申し入れ書を手

交し、今後の対応について協議する。 

 (３) 全国港湾、各地区、各単組の対応については、来週の 1月 9日（火）10時より、

四役会議を行い、協議することとする。 

 

２．現地、日本海地区港湾は、緊急執行委員会（対策会議）を１月５日（金）10時 50 分か

ら zoomにて開催し、参加各位から組合員（家族）、家屋、各港（岸壁、施設）、当該会

社の状況などを報告し、今後の対応策を議論した。 

(１) 物資や人力については、国や自衛隊の対応を見極めてから対応する。 

(２) 日本海地区港運協会には、秩序維持を目的とした事前協議の要請を行った。 

(３) 家屋等の被害は写真に収める事の徹底をお願いした。 

(４) 日本海地区港湾として団結して復興に取り組む事を確認した。 

(５) 今後も情報の共有を図る事を確認した。 

 

３．日本海地区港湾からの報告書（別紙参照）によると、組合員が亡くなられた情報はない

ものの親族関係に亡くなられた方がいる模様。各港では、七尾港の被害が現段階の報告で

は大きいことが報告されている。 

 

４．支援物資については、現在陸路（国道等）が寸断されていて、被災地に行けないために

現地から今のところストップが掛かっている状況（全港湾情報より） 

 

    以 上   

 


